
 

 



宋
以
前
傷
寒
論
考

漢
方
研
究
の
道
を
歩
き
出
し
た
き
っ
か
け 

古
代
『
傷
寒
論
』
と
宋
代
以
降
の

　
　
　
　
　
　
　
　

『
傷
寒
論
』
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト

『
宋
板
傷
寒
論
』
の
成
り
立
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
『
傷
寒
論
』 

『
宋
板
傷
寒
論
』
の
特
徴
と
研
究
意
義 

こ
れ
ま
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
条
文
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た 

少
陽
病
、
半
表
半
裏
と
和
法
に
つ
い
て 

『
宋
板
傷
寒
論
』
以
降
に
変
化
し
た
陽
明
病
の
治
療
方
針 

陽
病
・
陰
病
に
対
す
る
治
療
原
則
の
変
遷 

『
傷
寒
論
』
が
論
じ
る
病
態
変
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
六
経
提
綱
証
」
と
「
時
系
列
傷
寒
」

用
薬
の
違
い
か
ら
『
傷
寒
論
』
を
検
証
す
る 

発
汗
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
附
子 

『
宋
板
傷
寒
論
』
の
処
方
全
体
か
ら
わ
か
る
こ
と 

条
文
比
較
を
通
し
て
治
療
方
針
の
変
遷
を
追
う 

く
つ
が
え
る
『
傷
寒
論
』
の
常
識

①
「
主
る
」「
宜
し
」「
属
す
」に
違
い
は
な
い

②
「
証
と
処
方
は
鍵
と
鍵
穴
」で
は
な
い

③ 

条
文
が
六
病
位
を
移
動
し
て
い
る
事
実

④
「
併
病
」
と「
合
病
」に
違
い
は
な
い

病
態
概
念
を
基
本
と
し
た
臨
床
の
優
位
性 

今
後
の
漢
方
研
究
へ
の
提
言
と
今
後
の
目
標

ほ
か

旧
方
に
始
ま
る
経
方
の
発
展

『
小
品
方
』
に
登
場
す
る
名
医
と
、
異
な
る
流
派
の
存
在

『
宋
本
傷
寒
論
』
に
引
き
継
が
れ
た
辛
甘
派―

後
序
の
検
討

『
医
心
方
』
に
残
る
古
代
の
傷
寒
の
治
療
法

『
諸
病
源
候
論
』
と
『
太
平
聖
恵
方
』

ほ
か

１
．『
宋
板
傷
寒
論
』（
明
・
趙
開
美
本
）
に
つ
い
て 

２
．『
傷
寒
論
』
の
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て 

３
．
傷
寒
三
陰
三
陽
の
病
態
論
に
つ
い
て 

４
．『
宋
板
傷
寒
論
』
の
特
殊
性　

５
．『
宋
板
傷
寒
論
』
後
序
に
つ
い
て

１
．
蘇
軾（
東
坡
居
士
）を
通
し
て
宋
代
の
医
学
・
養
生
を
考
え
る

２
．
隋
唐
代
以
前
の
用
薬
法
に
つ
い
て
考
え
る 

３
．
八
味
丸
と
六
味
丸
の
方
意
を
歴
史
的
に
考
え
る 

４
．
桂
枝
と
桂
枝
湯
を
考
え
る

５
．
五
苓
散
考 

６
．「
留
飲
・
宿
食 

＋ 

風
寒
邪
」
の
自
験
か
ら
考
え
た
こ
と

７
．
柴
胡
と
前
胡

８
．
敦
煌
古
医
籍
に
見
る
「
肝
」
の
治
法
に
つ
い
て

̶


